
『第二期長崎県特別支援教育推進基本計画』（素案）に対する

パブリックコメントの募集結果について

『第二期長崎県特別支援教育推進基本計画』（素案）について、パブリックコメントを実施しましたと

ころ、貴重なご意見をいただき厚く御礼申し上げます。

いただいたご意見に対する県の考え方をまとめましたので、公表します。

１ 募集期間  令和３年６月１８日金曜日から７月１９日月曜日まで

２ 募集方法  県庁ホームページ入力フォーム、ファクシミリ、郵送

３ 閲覧方法  県庁ホームページ、長崎県教育庁特別支援教育課、

県政情報コーナー（県庁県民センター内）、

各振興局行政資料コーナー（長崎振興局を除く）

４ 意見件数  ２５件（１４個人）

５ 意見への対応区分の内容

対応区分 対応内容 件数

Ａ 素案に修正を加え、案に反映させるもの   ０

Ｂ 素案に既に盛り込まれているもの、

素案の考え方に合致し、今後の具体的な施策の中で取り組んでいくもの

１１

Ｃ 今後の施策を進める際の参考等とするもの   ７

Ｄ 反映が困難なもの   １

Ｅ その他   ６

合計 ２５

６ 総括

「特別支援学校の環境整備」「特別支援教育に携わる教職員の専門性の向上」「関係機関や外部専門家

と学校との連携」など、第二期基本計画の方向性と合致するご意見を複数いただきました。それぞれの

ご意見については、今後、具体的な施策を進めていくための参考とさせていただきます。



７ 提出された意見の要旨及び県の考え方

＜全体を通して＞

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

01 Ｅ 第一期長崎県特別支援教育推進基本計画の策定およ

び、基本計画に則った各施策等により、長崎県の特

別支援教育が一般的な教育として深く浸透すること

になったことは間違いありません。この度の第二期

の計画が策定されたことで、これまでの取り組みが

更に推進されることに期待しています。県内の特別

支援学校の適正配置等、更に進めていただきたいと

思います。第二期計画は第一期計画との比較等、と

ても分かりやすい構成だったと思います。

今後、第二期基本計画に基づき、具体的な施策

を示した実施計画を策定し、特別支援教育の更

なる充実に取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

02 Ｅ 特に気になる部分はありませんでした。異議ありま

せん。

今後、第二期基本計画に基づき、具体的な施策

を示した実施計画を策定し、特別支援教育の更

なる充実に取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

03 Ｅ よく分かりました。 今後、第二期基本計画に基づき、具体的な施策

を示した実施計画を策定し、特別支援教育の更

なる充実に取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

04 Ｅ やまゆり園事件のようなことが起きず、みんなが共

生できればと思います。

今後、第二期基本計画に基づき、具体的な施策

を示した実施計画を策定し、共生社会の実現に

向けた特別支援教育の推進を図ってまいりま

す。

Ⅱ 本県の特別支援教育推進における基本方針   本文５ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

05 Ｂ 中学校勤務です。本年度国立特別支援教育総合研究

所の専門研修に行く機会をいただきました。他の都

道府県の様々な取り組みを知ることができ、本県も、

様々な機関が協力して特別支援教育の推進をしなく

てはならないと改めて感じました。基本方針の中に、

「乳幼児期から学校卒業後までの一貫した指導や支

援」とあります。乳幼児期の検診や福祉機関、学校関

係者など、組織的に専門的な研修が必要だと思いま

す。特別支援教育の知見は、学び続けていかないと、

表面的な知識だけでは反対に偏りが出たり、医療モ

デルは日々進歩したりしていて、大切なことを見落

とすことが多いと思います。学校では特別支援担当

者以外の多くの職員は、専門的な研修を受けておら

ず、見落としがちな発達障害の子どもたちに一貫し

た指導や支援を図るのが難しいと思います。校内の

職員研修だけでは、共通理解を図れていない部分も

あるように感じます。

素案１２ページに示しているとおり、校内での

研修に加え、管理職員を含めた全ての教職員の

発達障害等に関する研修会を実施し、学校経営

方針に特別支援教育の視点を取り入れて児童

生徒一人一人に応じた指導や支援を推進して

まいります。今後、第二期基本計画に基づき、

具体的な施策を示した実施計画を策定し、全て

の教職員の専門性向上に取り組んでまいりま

す。



Ⅲ 本県における特別支援教育の現状と課題、施策の方向性

１ 特別支援学校の環境整備と教育の充実

（１）特別支援学校の環境整備   本文６ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

06 Ｅ ・少子化による児童生徒数が減少する中、特別支援

の児童数が１．５倍、１．３倍の増加

*なぜ特別支援児童数が増加しているのか？原因の

究明/検討/考察が欲しい。

・本特別支援教育推進計画はこれまで見た数多の推

進計画案でベストです。（部外者でも一目で理解で

きる、簡潔にまとめられた内容、色分け、【現状と

課題】【施策の方向性】【資料】どれも素晴らしい。）

特別支援学校に在籍する児童生徒数の増加は、

様々な要因が考えられますが、素案６ページに

示しているとおり、特別支援教育に関する理解

や認識が高まったことが大きな要因であると

考えています。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

07 Ｂ 皆様におかれましては、長崎県特別支援教育の充実・

発展に力を尽くされておられますことに敬服いたし

ます。さて、私からの意見として、「学習環境の充実」

をあげさせていただきます。学校によっては教室や

学習スペースが不足しているところがあるようで、

特に分校などでは苦慮されているように感じていま

す。限られた環境の中での工夫も大事ですが、安全

安心で効果的な教育活動を進めていくために、何卒

ご検討のほどお願い申し上げます。

素案６ページに示しているとおり、地域や学校

によっては、小・中学部に在籍する知的障害の

ある児童生徒数が増加していることや新たに

定められる特別支援学校の設置基準に対応す

るため、更なる教育環境の整備が必要と考えて

おります。今後、第二期基本計画に基づき、具

体的な施策を示した実施計画を策定し、全県的

な視点に立って児童生徒数の見込等を考慮し、

教育環境の整備に取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

08 Ｂ 子どもの数が減少する中、地域や学校によっては小・

中学部に在籍する知的障害のある児童生徒数が増加

していることに、高等部としては計画的に教育環境

を整備する必要を感じます。

素案６ページに示しているとおり、地域や学校

によっては、小・中学部に在籍する知的障害の

ある児童生徒数が増加していることや新たに

定められる特別支援学校の設置基準に対応す

るため、更なる教育環境の整備が必要と考えて

おります。今後、第二期基本計画に基づき、具

体的な施策を示した実施計画を策定し、全県的

な視点に立って児童生徒数の見込等を考慮し、

教育環境の整備に取り組んでまいります。

（２）特別支援学校における教育の充実

  ③卒業後の自立と社会参加に向けたキャリア教育や職業教育の充実   本文９ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

09 Ｂ 高等部卒業後の就職率は上昇している一方で就労し

た生徒の中には、短期間で辞めてしまうケースがあ

り、その要因を分析し、 学校におけるキャリア教育

や進路指導の重要性を改めて感じる。

素案９ページに示しているとおり、就労後、定

着できている要因や離職に至った要因を労働

局等の関係機関と連携して分析し、その結果を

キャリア教育や進路指導に生かしていく必要

があると考えております。今後、第二期基本計

画に基づき、具体的な施策を示した実施計画を

策定し、キャリア教育や進路指導の更なる充実

に取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

10 Ｃ 最近のデジタル化ＩｏＴ技術、ドローン技術など最

新の技術進歩に係る教育などが必要ではないか。自

素案９ページに示しているとおり、ＩＣＴ活用

のスキルを身に付けることは、個々の特性や能



立を目指した教育のあり方として、社会で自立して

生きられるように、特徴ある一芸に秀でるような教

育実践が必要ではないか。繰り返しインターン教育

など実践教育を高等技能訓練施設とタッグを組んだ

教育にしては。特別支援学校に専門課程の追設はど

うか。

力を生かした就労の可能性を高め、進路選択の

幅を広げるために必要と考えております。今後

の施策を進める際の参考とさせていただきま

す。

２ 幼稚園等、小学校、中学校、高等学校における特別支援教育の充実

（１）幼稚園等における特別支援教育の充実   本文１１ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

11 Ｂ 早期発見・早期療育のための手立てをより充実させ

ることが、最も効果的だと感じますが、現状一番注

目されているのは、問題が顕在化する小中学校です。

もっと幼稚園、保育園での見取りシステムを拡充し

保護者への啓発も含めて、早い段階での対応に力を

入れていただきたい。二次障害が出てしまってから

では何倍もの労力がかかります。

素案１１ページに示しているとおり、幼稚園等

における特別支援教育の充実のため、職員等が

障害のある幼児一人一人の特性を理解すると

ともに、支援内容や方法の工夫に組織的かつ計

画的に取り組むことが必要であると考えてお

ります。今後、第二期基本計画に基づき、具体

的な施策を示した実施計画を策定し、幼稚園等

における特別支援教育の充実に取り組んでま

いります。

（２）小学校、中学校、高等学校における特別支援教育の充実

   ①特別支援教育の視点を生かした教育環境づくりや授業づくりの充実   本文１２ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

12 Ｂ 「小・中・高等学校におけるユニバーサルデザイン

に基づいた教育環境づくりや授業づくり、障害のあ

る児童生徒一人一人に応じた指導や支援の充実に向

け、市町教育委員会と連携して取り組みます。」に就

労に向けた文言を入れると方向性がより明確になる

と思います。

・案１‥（略）授業づくり、各種検定や資格取得の

奨、障害のある（略）

・案２‥（略）授業づくり、将来の就労に向けた知識

や技術の習得等、障害のある（略）

ご指摘いただいた各種検定や資格取得、就労に

向けた知識や技術の習得等は、素案１２ページ

に示している授業づくりや一人一人に応じた

指導に含めて表現しております。

   ②特別支援学級や通級による指導における障害特性に応じた指導や支援の充実   本文１２ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

13 Ｂ 特別支援学級や通級における指導、個別の教育支援

計画の作成と活用について、ＰＤＣＡの視点でこれ

までの取組の反省と評価をしてみる必要があるので

はないか。

素案３ページに示しているとおり、特別支援学

級や通級における指導、個別の教育支援計画の

作成と活用については「障害のある子どもの教

育の在り方に関する検討委員会」においてこれ

までの成果と課題を検証し、素案１２、１３ペ

ージに示している今後の方向性を整理してお

ります。

   ③個別の教育支援計画の作成と活用による切れ目ない支援体制の構築   本文１３ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

14 Ｃ 日本全体の労働力の向上については、高校における

特別支援教育が重要である。発達障害や低学力のた

めに授業についていけない生徒の割合はかなり高い

ことが予想され、ただ座っているだけの無駄な時間

を過ごしている様子が想像される。そして、卒業後

素案３ページに示しているとおり、第一期基本

計画に基づき、高等学校における特別支援教育

体制の充実に取り組んでまいりました。今後も

素案１２ページに示しているとおり、生徒一人

一人に応じた指導や支援の充実に努めてまい



に専門学校に進学する生徒が多い。そこで、職業訓

練校や実業高校などの養成校を増やし、ＩＣＴ含む

専門技術を身に付けると同時に、中学卒業程度の言

語力と計算力の確実な取得を目指すようになること

を希望している。

ります。

   ④校内の人材を活用した効果的な支援体制の充実   本文１３ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

15 Ｂ 「管理職員がリーダーシップを発揮し」とあるが、

管理職員に特別支援の知識・技能・経験が不足して

いることが多いように感じられます。管理職員が研

修を深めたり、経験を共有して打開策を話し合った

りする場を増やしていく必要があると思います。

素案１２ページに示しているとおり、管理職員

を含めた全ての教職員の発達障害等に関する

研修を充実し、学校経営方針に特別支援教育の

視点を取り入れることを推進してまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

16 Ｅ 校内の人材を生かすとは、どのような人を活用する

のか。

素案１３ページに示しているとおり、各校の特

別支援教育コーディネーター、県内１１市町に

配置されている指導教諭、特別支援学級の担

任、通級による指導の担当者等のことを想定し

ています。このような人材を活用しながら、全

ての教職員の特別支援教育に関する理解を深

め、効果的な支援体制づくりを推進してまいり

ます。

   ⑤学校外の専門家と連携した支援の充実   本文１４ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

17 Ｃ 学校外の専門家には、地域活動や伝統芸能の指導に

ついてのシニアの活用、ＩｏＴ専門家を入れたデジ

タル教育も含めて考えるとよいのではないか。（夏休

み電気学会員や学生による実験技術指導、長崎県技

術士会員や企業ＯＢなどによるボランティア指導）

素案１４ページに示しているとおり、小学校等

においても医師や理学療法士、発達障害者支援

センター等の医療や福祉の専門家との連携が

必要であると考えております。今後の施策を進

める際の参考とさせていただきます。

３ 特別支援教育に携わる教職員の専門性の向上

（２）人的配置の工夫による専門性の向上  本文１６ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

18 Ｃ そもそも、必要とされる専門性を身につけている人

材の絶対数が少なすぎます。何らかの対策を講じ、

人材の育成を急がなければ、現場が破綻しかねない

危機感を感じます。

・大学の教員養成課程の段階での研修や初任者研修

の拡充

・ＯＪＴを可能にするために各地域にスーパーバイ

ザーを置く(現状では現場でエヴィデンスに基づ

く判断や検証ができないので発展性がない)

・市教委に専門家を配置し学校職員の相談窓口を作   

る

素案１５、１６ページに示しているとおり、小

学校等においても特別支援学校教諭免許状の

取得を促進するなどして計画的な人材育成を

図るとともに、研修交流等を進めることによっ

て特別支援学級担任や通級による指導の担当

者に特別支援教育の専門性の高い教員の配置

を推進することとしています。今後の施策を進

める際の参考とさせていただきます。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

19 Ｃ 特別支援学校への希望が増えているのは、地域の通

常学校では満足しない保護者が増えているためであ

ると考える。今後、通常学校での特別支援教育を増

素案１６ページに示しているとおり、小・中学

校、高等学校における特別支援教育の充実のた

めに研修交流をさらに促進することや、小・中



強する必要がある。そこで、特別支援学校の教員の

一部を、市町教育委員会に出向させ、発達障害のあ

る子供や低学力の子供への指導力を向上させるため

に、幼小中学校を月に数回程度定期的に訪問・視察・

相談・助言を行うようにする。学校を改善するため

には、権威と力が必要なので、所属を市町教委にし、

特別支援教育推進指導官などの役職を創設すること

も有効である。６０歳を超える再任用の教師の中か

ら実践力のある人を登用することも一つの方法であ

る。そのために、特別支援学校内での教育を効率化

し、少数の教師での授業を推進し、出向教師を捻出

する。同時に、受入れ学校の意識を醸成し、相談しや

すく協働しやすい状況を作っていく。

学校の指導教諭の更なる活用を進めることと

しております。また、素案１０ページに示して

いるとおり、特別支援学校と小学校等との連携

を強化し、地域のセンター的機能をさらに充実

させることとしています。今後の施策を進める

際の参考とさせていただきます。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

20 Ｂ 人的配置の工夫による専門性の向上について、研修

交流に依るところを掲げられていました。研修交流

については、本人の意思表示に頼るものと思います。

離島部では、交流先も限られ、島外に異動するのは

制約がある方もいると思うので、計画的に専門的な

研修を計画するなどして、多くの職員を早急に育成

する必要を感じます。「担当者の配置について、専門

性の高い教員の配置」とありますが、通級による指

導についても、特別支援学級の担当についても、中

学校では教科のバランスや、人事の関係により、割

り当てのような配置であり、とても専門性を鑑みて

の配置とは言えない現状があると思います。教室立

ち上げの時点でうまく行ってない場合、その後の運

営に影響している面が少なからずあります。長崎県

は離島が多く、専門機関が限られていますので、学

校が地域の中で大きな役割を担います。そのような

大きな責任を支えるだけの配置の工夫が必要です。

指導教諭については、現段階でその役割や指導内容

など、把握できていません。広く周知していただく

と良いかと思います。

研修交流については、素案１６ページに示して

いるとおり、小学校等と特別支援学校の双方に

とって大きなメリットがあり、第二期基本計画

に基づき、具体的な施策を示した実施計画を策

定し、研修交流をさらに促進してまいります。

特別支援学級担任や通級による指導の担当者

に専門性の高い教員を配置することについて

は、素案１６ページに示しているとおり、地域

や学校の特別支援教育の推進に大きな影響を

与えます。今後、第二期基本計画に基づき、具

体的な施策を示した実施計画を策定し、計画的

な人材育成を推進してまいります。

指導教諭の周知につきましては、素案１３ペー

ジに示しているとおり、市町や校内の特別支援

教育推進の核となることから、その役割や活用

事例の周知に取り組んでまいります。

４ 関連する諸課題への対応

（１）ＩＣＴ活用等による特別支援教育の質の向上  本文１８ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

21 Ｃ 特別支援教育の対象となる児童生徒に対し、どのよ

うなＩＴ技術が必要なのかを希望職種の調査を踏ま

えて判断する必要があるのではないか。また、外国

語のグローバル教育やＰＣ取扱教育など、外国人に

よる教育が必要ではないか。応用面でどのように使

うか、その効果の評価など、一芸に秀でたデザイン

やＣＡＤ設計手法など、会話型インプットやオンラ

イン会話などテレワーク対応の練習など、いずれか

に特化した免許資格取得につなげるとよいのではな

いか。

素案９ページに示しているとおり、障害のある

児童生徒の個々の特性や能力を生かした多様

な働き方を視野に入れて、ＩＣＴスキルの習得

や向上を含めた職業教育を充実させてまいり

ます。今後の施策を進める際の参考とさせてい

ただきます。



（２）学校外の人材や関係機関等との効果的な連携及び地域におけるネットワークづくり

①医師、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等の外部専門家の活用  本文１８ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

22 Ｃ 各学会技術士会、ＮＰＯ法人、シルバー人材センタ

ー、各種学校や大学などと特別支援学校がソフト開

発、機器貸与、専用機器準備などで連携が必要では

ないか。

素案１８ページに示しているとおり、学校外の

専門家や関係機関と連携を図っていくことは

重要であると考えております。今後の施策を進

める際の参考とさせていただきます。

②保護者等支援の推進及び教育と福祉等との連携   本文１９ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

23 Ｂ 障害のある子どもたちの教育に携わっておられる皆

様に感謝いたします。障害者の豊かな生活、幸せな

生活を願う者の一人として、意見させていただきま

す。高等部卒業生の就労率の伸びに見られるように、

多くの卒業生が社会の中で活躍されていることを嬉

しく思います。障害者が様々な人とつながり、豊か

な生活を実現していくためには、在学中の職業教育

に加えて、放課後等デイサービスなどの関係機関と

も情報共有を深めることも大切だと考えます。特別

支援学校を中心として、障害者が自分らしく活躍で

きる取組を推進していただきたいと思います。

素案１９ページに示しているとおり、放課後等

デイサービス事業所などの関係機関と情報共

有をしていくことが重要であると考えており

ます。今後、第二期基本計画に基づき、具体的

な施策を示した実施計画を策定し、情報共有に

取り組んでまいります。

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

24 Ｄ 本市は、放課後等デイサービスに通う生徒は少ない

です。幼少時通っていても、中学生で途切れてしま

います。また、病院以外の敷居の低い相談先が少な

いです。佐世保市では、発達センターに授業の合間

に通っている生徒もおり、担任がＤｒ.から直接連絡

いただくこともできました。カウンセリングや、訓

練も気軽に受けられる発達センターのようなものが

地域にあることは、離島こそ必要ではないかとも思

います。

いただいたご意見につきましては、担当部局と

情報共有をさせていただきます。

③教育と労働との連携  本文２０ページ

NO 対応区分 意見の要旨 意見に対する考え方

25 Ｂ ＳＤＧｓも盛り込まれると同時に、コロナ禍という

世情も反映してのＩＣＴの活用など、多様な生徒を

多様な視点と取組で教育していくという方針が理解

できました。弊社でも３年ほど前に特別支援学校の

卒業生を採用し、採用に当たっては担当の先生が弊

社に出向き、その生徒の障害や固有の性格等につい

て勉強会を開催してくださるなど、非常に熱心な取

組に感心いたしました。感謝しております。このよ

うに学校教育の課程が終了すれば、何らかのカタチ

で社会の一員になっていくかと思います。本基本計

画の中でも「障害のある子どもたちが社会の一員と

して」とあるように、どこかのカテゴリーで、もしく

は連続した教育課程の中で、地域企業との交流がも

っと増えていくと良いように感じます。正直なとこ

ろ、特別支援学校に通学する子どもたちのコトをよ

く理解していない、もっと言うと、特別支援学校そ

素案２０ページに示しているとおり、障害のあ

る生徒の就労先となる業種の拡大を図るため、

企業に対して特性等を生かした障害者雇用に

ついて理解を促すことが重要と考えておりま

す。今後、第二期基本計画に基づき、具体的な

施策を示した実施計画を策定し、学校と企業と

の連携強化に取り組んでまいります。



のものをよく理解していないというのが、少なくと

も私の現状です。可能であれば、子どもたちが地域

に出てくるだけでなく、私たち企業側の者が学校に

出向き、必要な研修や教育を受け、障害等について

理解を深めるといった取組やカリキュラムを創設し

ていただければぜひ参加したいと思います。そうす

ると、ＳＤＧｓの４だけでなく、３、８、１０、１１

などにも波及してくるのではないでしょうか。


